
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書室をご利用の皆さんへ 

 

新型コロナウイルス感染拡大予

防のため、以下のことへのご理

解・ご協力をお願いします。 

 

①マスクの着用 

②手洗い・手指の消毒 

③一度手に取った図書や閲覧し

た図書は所定の返却台へ置いて

ください。 

 

閲覧図書及びご返却いただいた

図書は、除菌機での処理を行い、

書架に戻しています。 

英語版ドラえもん 日本語訳付 vol.1-10 

藤子・Ｆ・不二雄／小学館 

てんとう虫コミックス「ドラえもん」のふき出しに英

文、コマの外に日本語を併記してあります。対訳付き

ですので、子どもから大人まで幅広く楽しめて、お勉

強にもなっちゃいます。 

 

Momo vol.25 自然と科学特集号   

マイルスタッフ 

面白いだけじゃない！ 博物館＆水族館 

自然科学が、楽しみながら好きになれるいろいろを紹

介してくれています。子育てを豊かにする、ママにも

パパにも手に取ってもらえる雑誌です。 

 

新着の図書 

図書室だより 3 号 
Oct.2022（令和 4 年 10 月発行） 

 
 

睦沢町立中央公民館図書室 
開館時間 ８：３０～１７：００ 休館日：月曜日 

  ＴＥＬ ０４７５－４４－０２１１ 
http://koumin.mutsuzawa.net/tosho_kensaku.php 

 

   

長引くコロナとの戦いの中、休止していたイベントや活動が

戻ってきています。公民館でも、８月の宝くじ文化公演コンサー

ト・４年ぶりのふるさと芸能発表会の開催など、久しぶりの賑わ

いで皆さんの笑顔にふれることができました。しばらくは対策

を講じながらになりますが、地域の方々の活発な活動が再開さ

れますよう願っています。 

 

図
書
室
の
ボ
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ィ
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ん
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躍
し
て
く
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い
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す
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生
涯
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に
関
す
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ィ
ア
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図
書
）
に 

ご
協
力
い
た
だ
き
、
数
名
の
方
が
、
図
書
室
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の
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借
、
図
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却
、
図
書
の
整
理
・
除
菌
な
ど
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伝

い
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て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
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ハヤブサ消防団 

池井戸 潤／集英社 

大人気、池井戸潤のファン待望新刊。銀行ネタを封印

し、ミステリーに挑む。消防団、お祭り、寺社の当番

などのある相互扶助の集落に、連続放火事件が勃発し

た。池井戸作品は決して期待を裏切りません。 

あとがき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

      児童書 

   
1 位 

ポコポコ アイスクリーム 

ふしぎ駄菓子屋銭天堂にようこそ： 

公式ガイドブック 

 

⬧ ちいさなちいさな まほうのおしろ   

⬧ どっちがつよい！？ 

動物オリンピック編スポーツ王決定戦 

⬧ ちいさなちいさな うみのおさんぽ  

⬧ わにわにのおふろ  

⬧ にじいろフェアリーしずくちゃん 

⬧ ノラネコぐんだん ケーキをたべる 

⬧ 絵本 すみっコぐらし いつでもとなりに 

      実用書 

 

⬧ 相続の処方せん諸手続きと届け出がすべてわかる本  

⬧ マンガ版 ちょっとだけ・こっそり・素早く「言い返す」技術 

⬧ イラストだから簡単! 住まいの修繕術 

⬧ 頭がよくなる！ 寝るまえ 1分おんどく 366 日 

      文芸書 

 

 

 

 

3位 ミカエルの鼓動 柚月 裕子 

4位 白鳥とコウモリ 東野 圭吾 

   奇跡 林 真理子 

6位 推し、燃ゆ 宇佐美 りん 

黒牢城 米澤 穂信 

母の待つ里 浅田 次郎 

星を掬う 町田 その子 

 

図書室で今年度上半期一番借りられた本は？ 

ジャンル別に貸出数が上位の作品を発表します。 

２０２２年４月～９月の集計 
1 位 

同士少女よ、敵を撃て 

逢坂 冬馬 

残月記 

小田 雅久仁 
 

1 位 

50 歳からの私らしい暮らし方 

柿崎 こうこ 
 

２０２２「読書週間」 

標語「この一冊に、ありがとう」 

 

1947 年（昭和 22 年）から続

く読書週間が今年も 10 月 27

日～11 月 9 日までの期間で

開催されます。 

 

読書で心が震える体験は、何

物にも代え難い奇跡のような

ものだと思います。そして、自

分の未来にはそんな奇跡がま

だまだたくさん待っていると

いう妙な確信もあります。本

に関わっているすべての人に

感謝を伝えたいです。（標語入

選者・天野耕平さん） 


